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よく指導している長老たち、特に御言葉と教えのために労苦している長老たちは二倍の

尊敬に値すると心得なさい。聖書がこう言っているからです。「脱穀している牛に、口籠

をはめてはならない 」、 また「働く者はその報酬を受けるに値する 。」 長老に対する訴え

は、二人か三人の証人がいなければ、受理してはなりません。罪を犯す者は、皆の前でと

がめなさい。ほかの者が恐れを抱くためです。神とキリスト・イエスと選ばれた天使たち

との前で厳しく命じます。これらのことを偏見なしに守り、何事につけても、えこひいき

はなりません。誰にでも軽々しく手を置いてはなりません。他人の罪に加わってもなりま

せん。自分を清く保ちなさい。これからは水ばかり飲まないで、胃のために、また、度々

起こる痛みのために、少量のぶどう酒を用いなさい。ある人たちの罪は初めから明らかで、

その者たちを裁きに至らせますが、ある者たちの罪は後になって分かって来ます。同じよ

うに、良い行いも初めから明らかですが、そうでない場合でも、隠れたままのことはあり

ません。軛の下にある奴隷は皆、自分の主人を十分に尊敬すべき人だと考えなさい。それ

は、神の御名と教えとが冒涜されないためです。主人が信者である場合は、きょうだいだ

からといって軽んじることなく、むしろ、いっそう熱心に仕えるべきです。その良い行い

を受ける主人は信者であり、神に愛されている者だからです。（Ⅰテモテ 5:17 ～ 6:2b ） 

 

著者は、「よく指導している長老たち、特に御言葉と教えのために労苦している長老た

ちは二倍の尊敬に値すると心得なさい。聖書がこう言っているからです」と、「脱穀して

いる牛に、口籠をはめてはならない（申命記 25:4 ）」、 また「働く者が食べ物を受けるのは

当然である（マタイ 10:10 ）」 を引用し、長老たちへの尊敬を奨めている。パウロは御言

葉の宣教に命を注ぎ込んだが、御言葉の自由を保つために、報酬を受ける権利を放棄して

宣教に励んだ。長老に反対する訴えは、 2 人か 3 人の証人がなければ、受理してはならな

い。教会の指導者への尊敬を深め、彼らへの疑義には公正な手続きで対応せよと述べてい

る。罪を犯した者に対しては、皆の前で咎めなさい。そうすれば、他の者も恐れ、罪を犯

さなくなる。「神とキリスト・イエスと選ばれた天使たちとの前で厳しく命じます。これ

らのことを偏見なしに守り、何事につけても、えこひいきはなりません 。」 偏見を持たず、

公平であることが大切であると、神とキリストと天使の名を上げて、厳しく命じている。

「誰にでも軽々しく手を置いてはなりません」の「手を置いて」は、按手によって役職を

任命し、離脱者を復帰させることで、按手は人をよく見て慎重に行えという勧めである。

他人の罪に加担することなく、自分の身を清く保ちなさい。胃弱な人は、ぶどう酒を少し

飲みなさいと、健康に留意するように勧めている。初めから明らかな罪は裁きに至るが、

後になって分かって来る罪もある。良い行いは初めから明らかであるが、悪い行いも、隠

れたままであることはない。 

次に奴隷に忠告している。「軛の下にある奴隷は皆、自分の主人を十分に尊敬すべき人

だと考えなさい 。」 それは、神の御名と教えが冒涜されないようにするためであると言う。

「主人が信者である場合は、きょうだいだからといって軽んじることなく、むしろ、いっ

そう熱心に仕えるべきです。その良い行いを受ける主人は信者であり、神に愛されている

者だからです 。」 奴隷制の秩序の下では、主人を尊敬することは神が冒涜されないことと

理解し、主人がキリスト者であれば、主人は神に愛されている者だから、一層、熱心に仕

え、主人に益を与えよと勧めている。奴隷の苦悩についての言及は全くない。 


